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 　６月９日～１１日、６月１７日～１９日は１５：００まで、６月２０日は１１：００までに

　 お願いします。　

※荒天の場合には、中止することがあります。

１／３

※訓練は全て公開で実施します。訓練中の撮影は可能です。

遠隔操縦装置（バックホウ用）、分解組立
型バックホウの操作訓練を実施します。

お知らせ

合同庁舎記者クラブ

広島県政記者クラブ

中国地方建設記者クラブ

問い合わせ先

           中国地方整備局　中国技術事務所

  

  【遠隔操縦装置（バックホウ用）の操作訓練】 
 日   時 ： 平成２６年６月 ９日（月） １３：００～１７：００ 
                                   ６月１０日（火）  ９：３０～１７：００ 
                ６月１１日（水）  ９：３０～１７：００ 
 ※参加者数により、終了時間が前後する場合があります。                
           
 【分解組立型バックホウの操作訓練】 
 日   時 ： 平成２６年６月１７日（火） １３：００～１７：００ 
                                   ６月１８日（水）  ９：３０～１７：００ 
                ６月１９日（木）   ９：３０～１７：００ 
                ６月２０日（金）  ９：３０～１２：００ 
  ※参加者数により、終了時間が前後する場合があります。  
 
 場   所 ： 中国技術事務所（広島市安芸区船越南2-8-1） 地図参照 
  
  開催主体 ： 防災技術センター（中国技術事務所） 
 
 対 象 者  ： 中国地方整備局管内各事務所の災害時支援協力会社 



２／３

バックホウにロボＱを設置し、災害現場で安全場所から遠隔操作による

土砂撤去作業等を行うことができます。 

操作員 

ロボＱ搭載カメラの映像 

映像送信 

ｺﾝﾄﾛｰﾗ- 

ﾍｯﾄﾞﾏｳﾝﾄﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ 

ｶﾒﾗ 

コントローラーを使って操作 

映像受信 

最大約１５０ｍ 

ロボＱ 

※ 遠隔操縦装置（バックホウ用）（通称：ロボＱ）の特徴 

バックホウ操作室内部 

ロボＱに搭載されたカメラか
ら現場の画像を受信する
ヘッドマウントディスプレイを
掛け遠隔操作を行います。 

（１）分割可能な構造であり、車両移動が不可能な災害現場において 

   ヘリコプター等による空輸が行えます。 
   （訓練では、分解・空輸・組立は対象外） 

※ 分解組立型バックホウの特徴 

空輸状況 

分解状況 

（２） 遠隔操縦装置が内蔵されており、災害現場で安全な場所から遠隔操作 

   による土砂撤去作業等を行うことができます。また、マシンガイダンスを 
   搭載しており、施工の効率化・高精度化が可能です。 
   （今回の訓練では、マシンガイダンスは対象外） 

映像送信 

映像受信 

操作員 

分解組立型バックホ

ウに搭載された３つ

の切りかえカメラから、

現場の画像を受信し

て遠隔操作行います。 

分解組立型バックホウからの映像 

人工衛星やトータル
ステーションとセン
サーを組み合わせて、
バケットの位置、標
高を取得し、設計と
の差をモニターへ表
示して、操作員の操
作をサポートします。 

コントローラーを使って操作 

遠隔操作 最大約１５０ｍ 

分解組立型バックホウ 

ｶﾒﾗ 

マシンガイダンス 

バックホウ操作室内部 



３／３

訓練当日は、下記のイメージで操作説明を行う予定です。 

ﾊﾞｯｸﾎｳ 

操作訓練会場 

駐車場 

日本製鋼所広島 

操作訓練場所 

アクセス方法 

バスの場合 

広島駅12番乗り場から 
  
海田市方面行き（約20分乗車） 

入川バス停下車 東へ徒歩５分 

 

ＪＲの場合 

広島駅から 山陽本線(上り） 

      または 

       呉線（上り） 
     
  （約10分乗車） 

ＪＲ海田市下車 西へ徒歩15分 

対策本部車（拡幅型） 
操作員 

ﾊﾞｯｸﾎｳ 


